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第 4 回公立保育所のあり方検討委員会会議録 
 

日時：平成 17 年 2 月 28 日（火）18：30～ 
場所：盛岡市勤労福祉会館 401・402 会議室 
 

出席委員：A 委員長，B 委員，C 委員，D 委員，E 委員，F 委員，G 委員 
 
保健福祉部長 先生方には，夜分遅くお集まりいただきましてありがとうございました。 

今日は，公立保育所のあり方を考える検討委員会が最後ということでまとめのお話をい

ただきたいと思います。 
スタート時点では，盛岡市の行財政構造改革の方針の中に，保育所の委託が取り上げ

られておりましたので，そこにいろいろな意見をいただきましたけども，最終的には委

託のあり方についてどうすればいいかということを，皆様方からご意見をいただきたい

と思っています。 
（事務局）  資料の確認。 
(A 委員長） 皆様お疲れ様でございます。今日は一番しんどいかも知れませんが。最後の委員会

で，この場でどうしても，中に入れていかなければならないというようなことなど，

取りまとめて，今日の協議議題のところに，はっきりと公立保育所の民営化の是非に

ついてというふうに明記されていますので，どのようにして今まで協議してきたこと

をどのように取り入れていただいて，公立保育所を効率化というか，良くしていくの

かということをご意見申し上げれば，よろしいのかと思います。早速はじめていきた

いと思いますが。資料のところでのご説明はよろしいですか。事前に配布していただ

いておりますので。 
(事務局）  資料 1 は時系列で発言の内容をまとめたものでございます。資料 2 は事前にこちら

で課題としてあげさせていただいたものに，対応するように提示した内容でございま

す。 
(A 委員長）それでは協議に入りたいと思います。公立保育所の民営化の是非について，こちらに

ついて(事務局）長ご説明お願いします。 
(事務局）  先程，部長も申し上げましたが，盛岡市は厳しい財政状況を何とか打開して，次世

代に借金を残さないといいますか，元気な街を引き継ぐということで，行財政構造改

革に取り組んでいます。このテーマといたしまして，可能な限り民間の活力を導入し

て，行政コストをなんとか削減していこうということがあるんですが。これにつきま

しては，公立保育所につきましては，民営化が可能な施設として，民営化が必要とい

うことではなくて，位置付けられています。民営化が可能な施設として，今後どのよ

うにあるべきかを検討するということになっています。それを受けてこの委員会を立

ち上げて，今までご意見をいただいていたわけです。 
今日はこれまでの委員会でご検討していただいたことを，まとめていただいくとい

うことになりますけれど，まとめといたしましては避けて通れない，公立保育園の民

営化の是非について，委員の皆さんのご検討をお願いしたいと思います。 
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これまでのご意見では，コストの削減よりも公立保育所の運営も含めて，子育て支

援に関する予算をきちんと確保することを考えたほうが良いのではないか，というご

意見があったと受け止めております。担当のほうとしましては，市の施策の中で，子

育て支援を最優先課題と位置づけて予算の確保に努めますとともに，国や県に対して

も子育て支援の予算を確保するように求めてきております。また今後もそうしなけれ

ばならないと考えております。 
しかし国県市とも非常に厳しい状況にありますことから大幅な予算増は望めない現

状にあります。いわゆる，パイの大きさは変わらないまま，従来のやり方を続けてい

けば，今後，多様化するニーズに応えることもなかなかできなくなり，逆に公立・私

立ともに事業の縮小を避けられなくなるのではないかとそのように心配しております。

両方とも先細りになっては，それでは遅いのではないのかなと思います。その影響を

実際受けるのは子どもでありその保護者でありますから，私どもは何とかそのような

事態にならないように，手を打たなければならないと思っています。 
これまでも子どもに関する施策に費用対効果という考え方はなじまないというご意

見をいただきました。表現は不適切かも知れませんが，使える予算が決まっている以

上，より有効な予算の使い方を考えることは，行政を担っているものとしては，当然

の責任だと思っております。 
今後，どのようにして有効に予算を使うかということについては，公立私立の連携

と役割分担なども考えていかなければならないと考えています。現に公立保育所にか

かるコストを減らさなければ，私立保育所や在家庭児童の世帯への支援などに予算を

回すことはなかなか困難になってきております。これまでも私立保育所への運営費の

補助についても大幅な減額をしたということがございます。市における保育の質を確

保して，さらに在家庭児童世帯への支援を強化すると，これをこれからも続けていく

ためには，このためには，どうしても，公立保育所にかかる経費を何とか削減できな

いものかなと考えております。 
このためには，公立保育の運営を見直して一定の保育の質を確保しながら，運営の

効率化を図る，そのように考えたいと思っておりますが。そのためには公立保育所の

責任として残さなければならない機能を見極めて，私立保育所・NPO 法人等々に，ご

協力やあるいはお任せできることがあれば，お任せしながら役割分担を進めて，経費

節減を図っていければよろしいのかな，と(事務局では)思っております。私どもは単に

コスト削減だけを目的にしているわけではありませんし，法的な責任を放棄するとい

うものでもありません。現実に与えられている状況の中で，どのように必要な保育の

質を確保しながら，多様化するニーズに応えていけるのかなと考えています。かなり

重い難しいテーマでございますが，皆様方のご意見を頂戴したいと思います。 
よろしくお願いいたします。 
公立保育所のあり方として全国の傾向として，①民間委託方式，②指定管理者方式，

③現体制のまま公立保育所をそのまま存続させる，の 3 つの方式があります。われわ

れが仮に民営化ということになりますと，②の指定管理者方式なりますと，逆にコス

ト的には非常にうまみがないといいますか，ただコスト論だけで論じるというわけで
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はないですが，コスト面だけでいえば，①番か②番。②番はちょっと考えられないか

なと思います。 
(A 委員長）今の市からの説明に対して何か質問，ご意見ございませんか。 
      財源が不足しているそういう大きな現実のなかで，保育の質も下げずに，公立保育

所の責務を果しつつ，コスト削減できるところはないのかな。そういったあたりのと

ころで，皆様のご意見ありませんか。 
今まで検討しましたように，いただいている資料のとおり，全国の情報をいただい

ているので，それが盛岡に合うのか，個々にもっといい方法があるのか。大きくはこ

こに挙げられているとおりだとは思うんですけれど。 
やっぱり次世代の方もですけれどね，いろいろなアンケートの結果からも，一般の

市民の方がどういうふうな認識を持っているかも，お分かりだと思いますし，実際に

保育をなさっている先生方も保育所を運営している方もね，まとめてしゃべろうとす

ると，大変なので，どこからでもこつこつと。  
(G 委員）  民営化の是非ということなので，どうしてもどういう方向にやっていけばいいのか

という話しになってしまうのは，しょうがないのかなとは思っているんですが。一番

最初の検討委員会で，そのやり方を決めるということではなかったんで。そういうい

ろんな話の中で，検討で可能なことがあれば，何々を探ってそこで結論していくとい

うことだったと思うんですけど。どの委員さんからも，公立保育園を民間委託の方向

で持っていったほうがいいという意見はなかったし。それまでも何度も何度も資料で

ふれてきたとおり大事にしていかなければならないし，市の予算全体を見直して，保

育園のことだけではなくて，市の予算全体を見直して，その中で。まずそこのところ

がやっていただけるのか，やってもらえるのか，ちゃんと考えてもらえるのかが疑問。 
(A 委員長）事務局のほうから。      
(事務局）  まず，こちらの委員会にお願いしたのは，公立保育所が今後どうあるべきかという

ことですね。意見をいただくっていうことであれば，当然市は尊重しなければならな

いっていうことですから。そういうことだろうと思います。 
われわれが一番，現実的に対応する時にどうするかって，非常に頭が痛い問題でし

て。 
つまり，我々も公立保育所全てを全部民間委託するような，よその県とか市でやっ

ているような乱暴なことは考えていないです。 
また，民間委託ありきってことで考えているわけでもありません。どうやって，一

番の原題であります，財政難の時にどうやって，やっていくかという事をです。 
ですから，我々別にどうしても民間委託のほうへ流れを進めたいということではな

くて，そういうものも避けて通れないということを視野に入れて，今後考えて行かな

きゃならいかなというような感触は持っております。 
(A 委員長） 行財政改革の流れの中で，どうしても公立保育所の民営化も視野に入れざるを得な

い状況があるのだということで。それは G 委員も分かっていると思うのですが，ただ，

最初は何でこの会が設置されたのであろうか，はっきりと明示されないままに，あり

方を考えると言われても，何なのだろうねって，皆さんでそうお思いになって，これ
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は，公立のままではおられないということなのだろうか，というふうには皆さんお考

えになったとういうか，感触はそういうことだったのではないかと思いますね。たと

えば，大学のほうでも国立大学は法人化して，県立大学も来年度からは法人化で，み

んなそういうふうにして機構が変わっていますので，一番小さい段階のところの保育

所も，こういうところもないないといいつつも，なんか，見直して，もし現状を可能

な限り，質の維持を図りつつ，公立の運営だとか，何か改善すべきところがあったら

改善して，保育のほうに貢献したいと思うわけですよね。そのほか何かご意見ありま

せんか。 
(E 委員） さっき G 委員さんがおっしゃりましたけれど，委員会の全体の流れとすれば，やはり

公立保育園の役割というのはすごく重要で，その役割自体を守って行かなきゃならな

いって思います。コストという費用の面でも，今のコストを削減するべきではないっ

ていう意見が大半だったと思うんですよ。公立保育園はやめるべきではない。費用に

ついても下げるどころか，もっと拡充して行かなきゃならないっていうか，充実させ

たものにしていかなきゃならないっていう意見が大半だったと思うんですよ。発言要

旨を読んでもその流れだなと思います。だから，やはり公立保育園の民営化というこ

とは，絶対してはいけないなと思うんですよ。どんな理由があっても。 
先程から財政難の話しが出ていたので，我々率直に，何で財政難になったのかって

いうのが深められないと，保育所の問題だけで財政難なのかっていうと，そういうわ

けではなくて。最初からずっといろいろと思っていたのですが，C 先生も前回もいろ

いろとお話しなさったんですが。 
やっぱり，公共団体の一番の財政難の問題というのは，大型の開発型の公共工事自

体が，バブル期の，一番景気のいい時期に計画された大型の開発型の公共工事が未だ

に廃止されることなく，ずっと引き続き行われているということに問題があると思う

んですよ。これが保育の問題で財政難になったのだったら，それはそれで保育のこと

で考えなきゃならない部分ですけれど。そうじゃなくて別の部分での問題に私には思

えるんですが。今日の盛岡タイムスを見て，まさにそうだなぁと思って今日持ってき

たんですが。西口開発であれだけマリオスも含めてですよ，県も絡んでいることです

から，ここでいうことかどうなのかっていうこともあるんですけど。これだけ不況，

私もかつて経験したことのない不況の中で，商売もいま現実的な対応なわけですよ。

そういう中で大手の企業だって不況の中で，いろんな形でっているわけなんですよ。

何で市や県だけがこんな大型の開発を見直さないでどんどんやっているのかなと，非

常に疑問に思うんですよ。国が自分たちで負担しなきゃならない部分を市に被せてき

ているって理由も分からなくはないんですけど。もっともっと結果の違う費用の削減

をできるものが，いっぱい世の中，市だけ見てもあるのではないかと思います。はっ

きりと言いませんでしたけど，保育の事だけではなく，もっと全体的に，大型の開発

も含めて，本当に必要なのか，大沢川原にあんな広い道路が必要なのかも含めて，ど

れだけの市民が望んでいるのか，何が必要な選択肢なのかほっくり返して，議論して

いかないと，保育に必要な予算をどれだけとれるのか考えていかないと，この問題は

そもそも考えられないのではないでしょうか。 
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我々からしてみれば，公立保育園は絶対必要だし，今のままの現状維持だけじゃな

くて，もっともっとすばらしいものに予算を増やして，やっていってもらいたいなぁ

というように思うのですが。私的には結論は，そこなんですけども。 
(A 委員長） 全体の予算の見直しを，まずしなければならないのではないか，予算配分とかです

ね。確かに１番のはじめのあたりだったでしょうか，16 年度予算の内訳っていうので，

民生費とかなにかで，保育のコストには，保育だけじゃないですけれども，民生費の

中にかなりのウェイトが入っています。これは非常に市の予算としては，配分が大き

いですよね。でも，そうでなくて，公共工事のような。 
(E 委員）  桁が違うと思うんですよ。 
(A 委員長） 保育だけの分野での何か，落ち度とか，そういうことがあって削減されるならって

いうようなニュアンスですよね。 
(E 委員）  全体の予算を考えながら，こっちにもっともっと私は，予算を配分するべきだと思

うんですよ。 
今の不況というのは，消費不況だと思っているんですよ。人がお金を使わないこと

によって，サービスがどんどん悪くなっている。市で，今まであったサービスが小さ

いところからどんどん削られています。国の税金そのものも，今まであった控除額が

削られていって，お金を使おうという感覚がどんどんなくなっていっている。景気対

策とすれば，逆のことをやっている。それが全体の景気の悪さをひっぱっていて，市

そのものの財政も非常に影響大きいんじゃないかなと思うんですけど。結果的にはこ

ういうところに影響が出てくるのであれば，言わなければならないことだと思いまし

た。 
(A 委員長）今のことに対して何か。 
(事務局）  保育園のことだけをターゲットにして考えているわけではないです。財政難を乗り

切るためには色々な事を効率化を図りながら，考えながら節約してやっていかなけれ

ばなりません。 
   財政難ということに関連はあるのですが，もともと今の公立の施設の運営の流れと

して，民間にゆだねることが出来るものは，民間にゆだねましょうというと，そうい

う流れがまずあるわけですよね。そしてなるべく，公費が少なくて済むのなら，公が

やることと同等のことができるのであれば，それはそのようにして，効率化を図って

いくべきではないのかという，まずそういう全体的な流れがあります。それに乗って

いるわけですよね。 
もともと，このあり方検討会を設置したきっかけが，市の行革の方針を今年（H１

６年）の３月に打ち出したわけですけど。先程言いました，指定管理者方式導入の問

題とか民間にゆだねられるものは，民間にやっていただきましょうという方針が打ち

出してありまして，保育所ばかりでなく，市役所で持っている公の施設全てについて，

見直して考えて行きましょうというやり方できたわけです。その流れとして，保育所

についてはどういう考えの検討の仕方があるのか，という事でこの検討会を設置した

わけですけども。 
ただ，民間にやるとかやらないとか，そういうことばかりでなく，今後もそういう



 6

考え方になる背景として，いったい今何がいろいろ問題になっているのか，すでに問

題があるものですから，運営全般的な問題も把握しながら検討していきましょうと，

そういうやり方で始めたものです。 
前回の会議で，民間委託方式，指定管理者方式，現行の方式，それぞれ一長一短あ

るとお話ししたのですが，その時に具体的にどういう方法がいいのかどうかというお

話しの部分が，私たちの説明不足の点もあったかもしれませんけれど，その辺のお話

しをもっと聞きたいなと思いまして。今，公立 18 園ですか，それを全部どうするか，

一気にどうするかしないかということではなくて，民間に移管する，導入する方向性

はあるんじゃないかという事もあったものですから。 
今日再度，焦点をはっきりさせて皆さんのお話を聞きたいと思っています。  

(A 委員長） 保育の予算だけでなく，全ての分野での予算が削減されて見直しされているのだと

そういう中で，前回の資料の４ページにあるような色々な方策ですね，この中で盛岡

市としてやれることは，これならばやむを得ずどれになるのだろうかというところを，

今日はご検討いただきたいなと思います。  
(G 委員）  保育園の運営を考える時に，二つの面があると思うのですが，子どものことを大事

に考えて，保育を子どもの発達を保障するために保育の内容について検討するってい

うのと，そうではなくて単純にお金がらみのこと，経費のことだけ考えるっていうこ

とと，どうも話しが混ざって考えてしまうので。民間でもやっていることは何も公立

でなくても出来るんじゃないかっていうような。それは単純に経営のことだけで，そ

うじゃなくて，保育園が本来どういうものであるべきかと考えた時に，保育の質とか

内容のことをそのことをちゃんと分けて考えないと。経営の方法だったら資料にある

ような方法で色々考えられると思うんですが，盛岡の保育で何を大事にしなきゃなら

ないのかっていうことをちゃんと考えていかないと，一緒になっちゃって，単純にこ

の中の何にしましょうかっていう話になってしまうと思うんです。この中では子ども

の育ちを大切にする，子どもの権利を守るっていう立場で話をしていかないと駄目な

んじゃないかというふうに思っています。 
私が全国の様子とかを知っている限りでは，こっちの方の民間移管方式やっている

ところの，効果と問題点とありますけれど，問題点だらけで，良かったっていうとこ

ろはひとつもないです。子どもの発達・保証を守るという点では。子どもたちも日々

安心して保育されることもないですし，預けている保護者も安心して働けないという

ような状況もどんどん出てくるようなので，やっぱり，全国的にも問題があるってい

うことなので，分けてちゃんと考えて行かなきゃないと思います。 
子どものことを考えて，保育の内容のことと運営のことをいっしょにしないで欲しい。 

（A 委員長）今までの議論の中では，保育の質は公私の差ではなくて，個々の保育者の差だって

いうことにはなっていますね。保育の質の維持っていうのは，公立であろうと私立で

あろうと。経営のことにかかわってくるわけなんですが，質を確保しつつ経営を効率

的にうまくやって，少しそういうところはないのだろうか，それをしてくださいでは

なくて，個々はできないのだろうかということで，ご意見ないでしょうか。   
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(E 委員）  前回も言ったと思いますが，この委員会の中でどれかにするっていうを選択するべ

きではないと思うんです。そもそも，公立保育所そのものの現状を維持していくべき

だっていう意見があった場合，この選択にはならないんですよ。この選択ではないと

思うんですが。前回もそういう流れだったと思うんですが。どれがいいか，という話

ではないと思うんですよ。これ以外のこともあるわけですから。 
(A 委員長）それじゃですね。 
(E 委員） そもそもコスト削減を前提に書かれてあるものですから，削減すべきではないといっ

た場合，このなかには入らないんですね。 
(A 委員長）はい，どうぞ。 
(F 委員） 違う方向になるかも知れないんですけれど，何を残すつもりかは分からないんですけ

れども。ここだけというなら，民間，NPO に任せられんじゃないかというところ。  
前回の資料の一番最後の現体制のまま運営を効率化する方式というところの最後の

イに出てくる子育て事業とかが一番最後に出てくるわけでないですか。一番ここだけ

は，変えてほしくないというのは，やっぱり（公立保育園での）日常の保育というか，

ここをきちんと保証するという格好だけは，やっぱりきちんと，きちんとみてもらい

たいと思うんです。 
子育て支援事業を，このとおり５の（A）にしたところで，コストが削減になるか

どうかよく分からないんだけれど，もしやれるならここ（地域子育て支援センター事

業）かなと思う。 
保育士さんは，どう思っていらっしゃるか分からないけれど。日常保育というのが

一番。ここにボランティアなどの方法がやれるのであれば，ここなのかなと。 
たとえば，千葉県のある小学校の番組をテレビでやっていたんですが。PTA が学校

の授業にボランティアとして関わっている。実習なんかの時に人手が要るというとき

に，組織するボランティア組織に声をかけて，何人欲しいとうと，ボランティアをま

とめる係の人が声をかけて，じゃ何人集まるという形で，ボランティアが来て，授業

を補助する。 
たとえば，子育て支援センターの事業をして保育士さんが１人対応しなければなら

ない時などに，そういうボランティアがあったときに，日常の保育を補助するような

システムを作ることはできないか。ぜんぜん突拍子もない話かも知れないんだけれど。

たとえば，そういう形で，日常の保育のところをきちんと保証していくと。 
(D 委員）  今までの保育の形できても，少子化は進んでいるんですよね。ものすごく矛盾した

ことをやっていこうとしている気がします。子どもを育てることが難しくなれば，産

む人は減っていくわけですから，そのあり方にどういう影響を及ぼしているかってい

うことにぜんぜん，ただ，財政をどう乗り切るかってっていうことで話し合っている

ような気がするので。視点が振り回されているような気がします。 
私は今日出されたものの中でもし，今まで私たちが話し合ってきたことに，市のほ

うがおっしゃたんですけど，③の形しかないと思うんですよ。そこに F 委員さんがお

っしゃったやり方で，運営を効率化していくって考えていたら･･･になると思います。 
ずっといってきたように，他はどうあろうと，盛岡市はどうなのかが，姿勢が出て
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くればよいわけで，出てこなければいけないので，他に振り回される必要はないと思

います。今，G 委員さんがおっしゃたように，決していいことになっていないという

様なデータ的なものをつかんでいるとすれば，私たちはその。 
日本のすごく良かったことというのは，文字の読めない人がいないという義務教育

という形をやってきたのを，私は，今，日本は，それを捨てようとしているのではな

いかという思いがあるんですね。 
あのようなアメリカのようなところでも，文字を読めない人をどうにかしようとい

って取り組んだ，その財産がセサミストリートっていう，私達テレビで見ているもの。 
      このようにして文字を読める人を１人でも増やそうと頑張ったあの対極があるのに，

日本の国っていうのは，字を読めない人がいないという教育制度をやってきたのに，  

大事な，育てなければならない大事な子どもを育てることを，財政というものと振り

替えて，それを捨てようとしているんじゃないかと。捨てた場合の結果を後から改善

しようとしたら，もっともっと大変なことを背負い込むことになると思うのに。 
だから今選択しなきゃならないことは，育てるっていうことが一番大事な事なんだ

ということをゆるがせない気持ちに，しっかり自分自身が持たなければとんでもない

方向に走ってしまうんじゃないか。 
だから，みんなが納得するのは，やっぱり子どもを育てるって事について，これだ

け必要なんだっていうふうな，言葉というのは説得力があると思うんですね。その色

をしっかりと打ち出して欲しい，教育とか子育てとか，そこに使用しなければ少子化

も防げないしというところを，もし，分からない人がいれば，分かるように説得する

べきだし，そういう思いで，この部分だけは何とか確保して欲しい，他の部分はまあ

遠慮しなきゃないんだみたいなふうな，もってきかたで地方財政を変えていくといの

ができないものなのかなと。見直すといっても今ぜんぜん出てこないじゃないですか。

同じ流れのなかで，じゃあ公立保育所を見直せる部分，そしたら民間も出来るけど，

民間に委託できる部分はないかっていう話しだけできてるんですよ。それについて，

私たちは認められない，保育の，子ども達を育てられる人たちを維持するためには，

公もあるべきだし，私もあるべきだし。そこを協力していかなければならないという

ことは，みんなで確認したところであるし。そうすれば，③番目のやり方で今話した

ようなことであるとか，やれることをやっていく，そういう痛みは，受けていくとい

う気持ちになっていくではないかと。 
(A 委員長） 子どもは大事だと，もちろん市もそう思っていると思うんです。我々委員全員そう

なんですけれども，市ももちろん何度もそのように言ってきているんですね。だけれ

ども，全体予算のなかで，すぐ削減とだけ，座長が言っているように思うかもしれな

いんですけれども，さっきの(事務局）の説明も①と決めたわけではなくて，②はちょ

っと無理なんじゃないか，①か③なんではないか，もしこの中で検討すべきものがあ

るとすれば，①か③なんじゃないかって言ったのだと思います。それで今，D 先生は

③検討するのだとすると③の中に何かヒントがあるのではないかということだと思う

んです。  
    公立を民営化すると質が下がるとか，問題だらけだということにはならないですよ
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ね。それはやはり，レベルが低すぎるところが，なかにはあるかもしれないけどとい

うことだと思うんです。 
 (B 委員） それ（財政難）は，国も県も市もそうなので，やむを得ないことだろうと思うけれ

ど。どれだけの財政難が解決するのかというのも，少し私の中では疑問なところです。

保育所を民間に何ヶ所か，何年間に１ヶ所か２ヶ所移管してみて，どれだけ財政が浮

くのかが，まずひとつ，私の中では疑問です。そういうふうにして何年かかかって，

ずるずると民間に全部移管してしまって，公立保育所がなくなって，子どもの奪い合

いとか，いろんな競争原理・市場原理を持ち込んで，保育所の運営を頑張ったところ

は勝ち残れるみたいな方向に行ったら，はたして子どもの本当の福祉という意味から

の視点が，ずれていくんではないのかなという観があります。 
ですから，その辺をあまり急ぎすぎずに，もう少し，市の次世代育成の資料を見ま

すと，５年間で 210 人子どもが増える見込みを，保育所に入所する子どもの見込み人

数を 210 人増というように考えているようでしたけれども，見込みじゃなくて，はた

して，どこまでそれが現実のものになっていくのかと。 
私は，最近の保育所の子どもとお母さんの姿，お父さん方も含めて，見ているんで

すけれど，私たちが若い頃，20 年か 25・6 年前の保育所の姿と，非常に子育ての難し

さみたいなもので壁にぶつかっているお父さん・お母さんををすごく見るんですね。

そういうときに，本当の意味で子育てを応援できるっていう時に，市場原理の競争的

なものを導入していって，それが果たして子どもの幸せ，保護者の幸せにつながるの

かどうか心配です。だからその辺をもっともっときちんと市役所の方に。 
県内でも何ヶ所か，民間委託を始めているところがあるようですけども，もれずに

そういうふうな方向になったり，子どもの数が少なくなるようですけれど，地域・地

域のあり方，地域にあった保育所のやり方をもう少し検討してほしいと思います。 
(D 委員）  ものすごい影響のある，ほんの短い期間じゃないですか。そこのところを私たちが

保証してあげなければ，全部ツケが跳ね返るというとこですね。一生面倒見ろという

ことではないけれど，やれるところをやらないでいきたいなと思うんですね。犠牲に

なるのも子どもたちですし。大人もいるわけですよ。そういうところを大きい役割を

もっているところを考えると，存在そのものが危うくなるような。社会全体をどう見

直したかを，この中にもありましたけれど，もう少しみんなに明らかにして，みんな

に分かってもらえるようにして。 
(A 委員長） 今までのところは現体制のままで，一番大事な人間教育の土台の部分なので，それ

については，お金を削減することはできないというようなお話で･･･。 
(事務局）  今，(B 委員）委員からも，我々が考えていなかったような視点のご意見をいただき

まして。確かに今総合施設とか色々なものがあって，これがどのように進んで，定着

するか見極める必要がありますものですから，先を急ぐ必要はないと，我々も実際思

っております。ただ，どういう方向性かなと，今日は皆様の保育に対する熱い思いを

お伺いしましてですね。我々行政がそれに対して，ハードルをクリアしていかなけれ

ばと難しいところがあります。      
(B 委員）  余談なのですが，私たち保育士が勉強会の時に，岩手県立大学の学長さんが，少子
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化の時代に将来に向かって力強く，自己発揮できる子どもを育てていかなければ，世

界に肩を並べられない日本になってしまうんだというお話をしていたのですが。私た

ちもそこまで強く意識して保育をしていたわけではないのですが，全くその通りだな

と。少子化に歯止めがかからないなか，福祉とか，どんどん子どもにかける条件が，

削減されていくようであれば，非常に残念ですが，将来に不安を感じます。数少ない

数で生まれてきた子どもたちが，一人一人きれいに磨かれて大人になっていって欲し

いような気がするんですね。道路が少しくらい狭くてもいいと思うんですね。 
(D 委員）  確かにそうなんですよね。まともに生まれてきてもね，環境がものすごく最悪で，

子どもにとっては良くない環境だと思うんですよ。そのなかで，まっすぐ伸びるのが

難しいようなことがいっぱい降り注いでいるなかで，それになおかつ体制もそれを後

押しをするような形をとるべきではないと思います。 
メディアの問題にしてもそうだし，環境の問題にしても，子どもにとってはプラス

の方向にはいってないような。それは避けられないじゃないですか。 
ファーストフードの問題にしても，それからイオンなんかにしても１０時，１１時

でも子どもたちがいるようでは。そういう状況の中にあるときに。ここの部分だけは，

堅持していなければ，最低限ここだけは堅持していなければ，まともな子どもたちは

育てられない。 
ニートとか，今のニートとか，何にもやりたくないっていう青年が増えている。そ

れってなんなのっていうとやっぱり，しっかりした刺激を与えられなかった，意欲を

持てるような育ち方をしなかった結果ですよね。それだって彼らが悪いんじゃなくて，

そこに関わってた何らかの責任があると思うんですよね。責めることはできるけど，

じゃあどうだったのっていう見方がなくて，ただただ，そこだけを責めてしまう。い

ろんな事件を起こしていく中で，いろいろな経済状況もあると思うんですけども，仕

事に就けないショックで結果的にいろんな事件を起こしてしまう人もあるわけで。 
(A 委員長）現体制のままでいって欲しいということなんですが，運営面で効率化する部分という

のは，でも何かないでしょうか。もしそこでご意見をいただけましたら。 
(B 委員）  前回もお話したと思うんですが，見直すべきところもあるのかなというのは感じま

す。下げるというのではなくて，一人一人の働いている職員の意識を，レベルを下げ

ろっていうのではないんですけども，何かもうちょっと，たとえば，そこのところで，

埋め合わせが出来るとか，新たな事業が出来るとかっていうふうにできたらいいのか

なと思います。 
(A 委員長） コスト削減にはならないんだけども，どこかやはり，運営の効率化のために何か改

革すべき余地があるのではないか。そこをご意見いただければ。 
(D 委員）  人件費の問題が一番大きいですよね。私のところは私学なので，入ってくる収入で

給与が決まっている状況なんですけど。この前も言ったんですが，今まで右上がりで

来たので，上がらなければ，満足出来ないような私たちの体質があるんじゃないでし

ょうか。たとえば，5 年なり 10 年なり，人件費はこれでしかいけないんだと。非常に

乱暴な言い方ですが， 
(A 委員長） 右上がりじゃなくてね。 
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(D 委員）  下がる。そうじゃない形も考えられなくては，いけないんじゃないかと思います。

大きなネックが人件費だとすれば，全員がそこで痛みを味合わなければならない。そ

う思えば，子どものことを減らすよりは我慢が出来ると思います。 
(E 委員）  人件費の問題なんですが，公務員の人件費というのは，民間の指針になっていると

思うんですよ。非常に困るのは，公務員の方たちの給料が下がると民間はもっと下が

るんですよ。ある意味，一定のレベルの給料を公務員方たちが削減しないで頑張って

もらってくれるっていうのが，全体の労働者の水準を上げているそういう基礎になっ

ているんですよ。実際，公務員の給料を下げられると民間はきついんですよ。これだ

け公立でも下げたんだから，保育所に限りませんが，企業ではもっと人件費がどんど

ん削減されてリストラされて，盛岡市でもリストラしてると思いますが，そういうこ

とを公的立場のところがどんどんやれば，民間も一緒にやってくんですよ。 
だから，人件費の問題で言えばここは是非守って欲しいんです。ある意味，私立の

保育園そのものがもっといろんな形で予算の拡充していけば，人件費の問題も解消で

きるわけですよね。時間外保育や日曜保育に関しても働く保母さんの自覚と善意とボ

ランティア精神によって成り立っている部分が非常に大きいんですよ。どこまで言っ

ていいのか分からないですけど，休みっていっても午前中だけ休んで，午後から出て

くるとか，時間だけ休んで出てくるとか， 
私もよくやっているんですけど，休んだ気がしないんですよ。一回仕事に出ると。

そういうことをやって(人を)遣り繰りしながらなんとかやっているんですよ。下手する

とその給料もらってない。そういう部分が私立保育園がそういう人たちの犠牲ってま

では言わないですけれども，保育に対するいろんな思いで成り立っている。そういう

意味では，公立保育園は今の体制のまま頑張っていただいて，給料体制もやっぱり頑

張っていただきたい。それを C 先生がこのあいだおっしゃったとおり，私立の保育園

がどこまでそこに引き上げてくかっていう，努力をしていくべきだと思います。給料

は，公務員は頑張ってほしい。 
(D 委員） 私立幼稚園に関してなんですが，子どもが集まらないと。 

子どもの条件，状態をどうするかっていうことを考えると，永遠にじゃないという

ことを考えて，ある一時は，それを堪えなきゃないっていうところも，両方を請求し

てはいけないんじゃかと思います。その見極めをきちんと提示できるんであれば我慢

のしようもあるかなって，痛みだ，痛みだと言われても何の痛みだが分からないのに，

っていうような状況じゃなくって。これこれこうだから，これやってくれっていう頼

まれ方をしたならば，嫌とは言えないです。子どもの世界のほうが大事よって考えた

いです。 
(B 委員）  D 委員先生もおっしゃたように市の財政のなかで人件費をどうみるか，うちの保育

園の年間の予算のなかの人件費をどう見るか，修繕とかにかかるお金をどう見るか，

決められた予算のなかで遣り繰りするかっていうのが民間のやり方なんですね。子ど

もに掛かるお金は減らされないっていうふうにまず一番先に考えるんです。それから

建物が老朽化っていうと，どこかしら修繕が必要だと，発生するだろうと，そこをそ

のままにしておくと子どもに危険があってはならないと思うのでそこをするわけです。
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それから人件費のほうに持っていく。本当は人件費を一番先に確保したいです。だけ

れどもそれができない，やはり与えられたお金のなかで遣り繰りするには，そういう

ふうな，何に優先順位をつけるのかっていうことが出てくると思います。市がこれだ

け財政難だったらば，市職員もそこらへんのところを考えて，今は我慢すべき時だと，

でもこの部分は削ってはならないと，いうような優先順位をきちんとつけてやってい

くと，自分たちの身分をきちんと守っていきたいのは労働者としては当たり前のこと

ですが。 
(事務局）  市が財政難で私立に及ぼす影響についてですが，先程も申し上げましけども，何も

しないでおきますと，三位一体の改革では，全部全てがハードの交付金もソフトの交

付金もなってしまいました。私立にいくお金も見えなくなってしまうと。そうすると

なかなか，パイが決まっているものですから，理想と現実は別としましてですね。現

実のお話をしますと，何らかの手を打たないでいると両方が先細りにしてしまうんじ

ゃないかと。私立のレベルを確保するには，ある程度パイが決まっていると，公立の

分を割かないといけないようになることを心配しているわけです。そういうわけで公

立保育所とは言っていますが，市全体の保育所について，私立と公立と分け合えると

ころは分け合って，確保しつつというような，かなり難しいでしょうが，そういう理

想的な形を求めていかなきゃないのかなと考えています。 
(E 委員） で，どれだけ浮くのかという話しなんですよ。人件費をカットしたことでどれだけ財

政難が浮くのかっていったら，私は余りたいしたことじゃないんじゃないかと思うん

です。それよりも，さっきも言いましたけれど，盛岡タイムスに載っていた，（盛岡駅）

西口開発の保留地の分譲が進まないで，買い手探しに躍起になっている。これは，で

すね，売却益は 430 億円だそうですよ。これを開発に使うっていうんですよ。誰も入

る人がいないのに，それを頑張って探しながら，市がこの 430 億円だけではないと思

いますけど。とんでもなく巨額な費用を今投入しようとしているんですよ。こういっ

たことにメスを入れないで，もっと何か細かいことに，非常にぜんぜん桁が違うと思

うんですよね。ほんの少しこういうのを見直せば，すぐにこういう費用は出てくるん

じゃないかって私は思うんですが。全くないなら別ですが，片やものすごい桁違いの

大型の工事や道路工事やどんどん計画をやめないでどんどん進めているわけですよ。

お金がないんだったらそれをやめて，必要なものに回せばいいんじゃないですか。そ

っちを動かせばいい，捻出すればいい。お金については，そっちを辞めればいい。 
(事務局）  ご意見としてはお伺いしますけれども。公共事業，確かにバブルの時のいろんなツ

ケがまわってきているのはご指摘のとおりだと思います。確かにバブルの時の反省に

たって，行財政構造改革をやって，30％の公共事業費をカットと，一応規模を縮小し

ながらやっているという事実があります。私としては，そちらのほうは詳しくは知り

ませけれど。ただ，保育園としてもそうだと思っておりますが，ただ我々は事務屋と

いたしましては現実的に（解決していかなければならない）。 
(E 委員） 現実的だと思いますよ。430 億円をどうするんだと。 
(G 委員） 私達，保育士がやっている市の保育の内容をさらに充実させて，予算を増減させなく

てもできることはないのかを私たち自身が考えていかなければならいない。そのなか
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でも，一時保育とか休日保育などの支援保育の中でも，保育園に園開放で来る親子対

象ではなくて。やっぱり園開放は第 4 火曜日と日にちが決まっているので，そうでは

ない日にちでも，保育園に足を運べない人たちが来られる場所に，逆に保育園の職員

が行って，そこで子どもさんたちと遊ぶっていうような派遣の支援みたいなことも，

できないのかなとも具体的に考えています。まだ，それは決定でもないし，検討の段

階なんですけれども考えています。大幅な予算の増額もなく，さらに充実した保育の

内容にしたいと考えています。 
（C 委員） 何か変なことを言うかもしれませんが，この前の会で言ったことが私の意見の全て

ですが。一番は現在の体制のまま，悪いながらも少ない予算で続けられることが，今

の状態ならベストかなと思います。 
公立私立の格差をなくすことが一番の問題だと思います。公立を民間にして人件費

を少なくしようとしてもかえって逆だと思います。むしろ私立と公立の差の分，民間

のほうを上げてやらなければならないと，出るところは同じじゃないかと思います。 
やっぱり公立の保育士さんたちも私立の保育士さんたちも，一番大切なのは，安定

した雇用とそれに見合うだけのある程度納得できる給与が必要ではないかと思います。

それは公立みんなで，私立みんなで，最低限必要なことだと思います。 
質を向上させるのであれば，公立と私立ふたつあってお互い協力して，競争させれ

ばいいし，もっとシビアにするのであれば，公立と公立の間で競争させて，私立は私

立で，そうしたら向上すると思うし，現在ある公立のなかでいいところ，私立のなか

でいいところそのなかで，淘汰されてもそれは仕方がないのではないかと。 
やはり，基本は家庭で，保育園に預けなくても，自分の子どもは自分でちゃんと大

きくする，世話をするというのが基本だと思いますし。 
やっぱり要はトップ，市長の考え方一つではないかなと。 
私は，少子化には歯止めはかからないと思っています。上がることはないと思いま

す。だからその分どこから予算を取ってくるかというと，いろんな課があって，それ

ぞれの分があると思いますが，私は老人のとこから取るしかないと思います。私に孫

が出来たら，自分に金をもらっても自分に金をもらったって自分では使わない，孫の

ために使うでしょうね。  
だから，今ちょっとはっきりしないんだけれど，老人医療の何歳から無料か 70 歳か

75 歳かちょっとはっきりしないけれど，たとえば，70 歳から無料であれば 71 歳から

無料にすればいい，75 歳から無料であれば 76 歳から無料にすればいい，そこのとこ

ろ 1 歳引き上げるだけでずいぶん違う，そこから財源を持ってくるのが一番手っ取り

早いんじゃないかと思います。俺なんかもう死んだっていい，孫とか小さい子どもに

使ってもらうのであれば。それなりに防災だとかいろんなところで市は使わなければ

ならない予算があるんですよ，全体を決めていないところもあるんだから，そこを何

とかするっていったら，選挙に絡んでいるし，子どもには選挙権はないけれど。 
年寄りが少し我慢する。子どもにかけるしかないんだと思う。個人的に。 

(E 委員） あの，私もじいちゃん，ばあちゃんと住んでますけど，医療費が今の状態になってか

ら病院に行けないんですよ。 
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(C 委員）  分かるけど。 
(E 委員）  それでも生活やっていけるところはいいですけども，そうじゃないところでは具合

悪くても病院行かないんですよ。結局のところは。今今の状態でお金がなくて病院に

行けない体制になっていますから，私は，老人医療も同じレベル，同じことだとなっ

ていると思います。別の財源だと思います。 
(C 委員）  私は，そう思っている。老人か子どもかとどっちかと言えば私は子どもにかける。 
(A 委員長） 色々な意見を申し上げても，最後は市の方でやれることだけしか，きっとやれない

と思うのですけれども。 
今までのところでは，人生の一番初めの土台の保育っていうところではお金の削減

はできない。 
ただ，時代が時代だから，公立保育所のあり方を考える会ですので，現体制のまま

で，運営を効率化できる部分があったら，それを努力して，そうなるとどうしても削

れない部分っていうのが，実際に子どもに掛かる部分ですよね，後は建物の設置基準

といいますか，そこの部分は子どもの安全のためにちゃんと点検しなくてはいけない

し，痛んだら補修しなければならないし。 
そして最後は人件費になるわけですよね。人件費は一番予算を食う部分ですよね。

そういう中で，痛み分けではないですけれども，下げろって言っているわけでもない

んですけれど，コスト削減策で考えられるようなことがあるのではないか，あるいは

そのままで，もっと質の良いやり方を，公的責任を果たすべき部分は，たとえば年齢

なんかで言えばどの部分なんだろうかとか検討してみるとか。 
保育所や幼稚園に行っている人だけでなく，在家庭の子どもの支援というようなも

のが目に見えないですよね。そういうようなときに，私たちも考えていますと(G 委員）

委員がおっしゃっていましたけれど，集いの広場事業みたいなような感じの，私立よ

りは，もしかすると潤沢である人員ですね，そういったころに派遣して，どこか公共

の無料で借りられるところで保育をして安心して，考えられるのではないかというと

ころまできているわけなんですが。 
あまりコストのほうにいくと E 委員からサッとすぐ手が挙がって。コスト削減策の

５ページのあたりで痛み分けといいますか，こっちのほうでは何かいい方策はないで

しょうか。 
(G 委員）  保育所職員の非常勤，臨時職員への振り替えについてですが，これも子どものこと

を考えると，1 番最初にあげるようなことではなくて，できないことだと思います。  
先月，保育祭の中で会場にいらした保護者の方や一般市民の方々にアンケートや感

想を頂いたのですが。その中で，臨時職員や非常勤職員に切り替わって子どもがとて

も戸惑う。1 日のなかで，いろんな職員が入れ替わり立ち替わり相手をするというこ

とで，不安になっているっていうことをあげて。 
市長の秘書を 3 時間パートとかにしたらどういうことになるか考えてほしいという

ことを上げていた方がいらっしゃいました。だから子どもが 3 時間パート 3 時間パー

トの刻みで良くて，市長の秘書がそれで良いか悪いか考えたことなくて，同等の重み

があるんじゃないのかと，その方は言いたかったんじゃないかと思います。 
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盛岡らしさって考えた時に，ビクトリアらしさじゃないんじゃないかっていう表現

をして，安心して子育てできるっていうことを盛岡らしさとしてあげるべきなんじゃ

ないかっていう感想が出ました。やっぱりそうだなと思って。 
(A 委員長） 次世代育成支援の会議の時に，ある委員さんが，公立保育所の責任みたいな感じに，

必死になって，あれもしなければならない，これもしなければならないっていう感じ

に見えるけれども，もっとひろやかに考えて，幼稚園の役割もあるし，NPO だとか色々

な子育てのボランティアをしているネットワークもありますし，そういったあたりも

広げて子育てを考えていって良いんじゃないでしょうかというようなことを言ってく

ださったんですが。 
子育て支援事業における，私立保育所との連携っていうかこういうあたりも，あん

まりコスト削減にはならないかも知れませんが，公立が保育の質の一定レベルを保障

する，しないわけではないんでしょうけれど。 
      どうなんでしょうか。ここに保育士の非常勤職員とかなんとか書いてありますが，

たとえば子どもは減っていきますよね。そして定年か何かで，退職しますね。そうし

た時とかに，何か考えあるとかないとか，そんな急に職員をどうするとかいうことは

出来ないので。 
(事務局）  我々がここで考えなければならないのは，先程申し上げましたけれども，幼稚園が

今度色々な，未満児とか，色々なことになりますと，各園に張り付く人数も変わって

くると思うんです。そうすると私立のほうはきちんと保証しなければならないという

ことがあるわけですが，そうなってくると，公立のほうからって，いうふうになって

くる時代が来ないとも限らない，今今という問題ではないでしょうけれど。そういう

ことを見極める必要があります。 
公務員は一応 60 歳まで働くということになっておりますし，辞めさせるというわけ

には参りません。 
ただ，確かに人件費だけを申し上げれば，民営化しても，保育士は残るものですか

ら，民営化したところの人件費と市役所の人件費とダブルにかかるって言いますか，

そういうことはあります。保健福祉部の予算は仮に減ったとしましても，我々が民営

化民営化って言っているのは，そういうことではなくて。 
民営化することによって，私立のレベルをある程度保障できる方策ないのかなぁと

考えて。リストラをバッとできる分野ではないですから，これまでも市役所でやって

いるのは退職不補充ということで長いスパンで行かないと。財政からみると人件費が

浮くとかということではない。今盛岡市には正職員と臨時職員がおるわけですから，

その臨時職員がいないと 18 園がやっていけないわけですね。 
仮に，何らかの形で建替えとか何かの時に民間のほうにお願いしたいということに

なるかもしれない，その時にはそこにいる臨時職員を，逆にいうとそこで安定した雇

用が生まれてくるのかなと，かかる金は同じなのですが，そこで安定した雇用と安定

した保育，あるいは質の確保が見出せるのかなと我々は，考えています。ただこれは

なかなか一長一短で，そういうことも将来，考えて行かなければならないのかなとい

うことです。 
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(C 委員)  非常勤とか臨時職員とかに関しては，働かない質の悪い常勤よりも，パートでも一生

懸命やってくれる人のほうがいい。そこにやっぱり辞めさせたいなと思っても一回雇

っちゃうとなかなか首を切れないという，たとえば，私が臨時職員，非常勤だったら

一所懸命やって，いつかはまた正職員になりたいなと思って，頑張ると思うから，い

つもいつもパートだったらその人自身の生きがいとか，何で働くのと。逆に常勤でも

だめだったら，降ろすよと。そこのところがあれば，お互い切磋琢磨して，お互い，

私もいつかパートになるかも知れないし，パートの方もいつか正規職員になるかも知

れないし，そこが競争と雇用の安定というのにつながるのでは。 
(事務局）  保育士の場合，法律上，２～３年前までは，保育士の学校を出て，その資格をもら

って，県のほうに，私は，これから保育士として生きていきますと登録をすれば，み

んな同じレベルで仕事できるという，一応そういった世界になっておりますので，で

すからこういった事は考えないで，これからはみんな同じレベルだという形に持って

いかないと，あくまで制度上の話しではありますが， 
(G 委員） 制度上は分かって，資格を持っているもの同士ですから，やっている仕事の内容とか

には差は無いのは確かなんですが。その生活の基盤を支える安定性が，正職員と臨時

職員では違うと思うんです。制度上では一緒なので，違いは無いですっていう説明は

そうなんですが。 
現実問題，賃金にしても，身分の保障にしても，１年雇用してもらっても，次の年，

自分が臨時で雇用されるのか２～３月，不安な時期なんです。４月からの目途がたた

ない。そういう中で保育に集中してやれというほうが，無理だと思います。１年の中

で２月３月はまとめの時期で本当に大変なんです。そのことに集中できない現状であ

って分離しますって，臨時職員が正職員になれるっていうことが一番良いんですけれ

ども，ぜんぜん正職員への道も無く，退職者不補充っていう表現もありましたけれど

も，そういうことの中で非常勤，臨時職員に切り替えていくっていうのは問題だと考

えます。 
（C 委員） それとは直接関係ないですけれども，日本保育園保健学会というのがあるのですが。

保育士が国家資格になって，保育の質を上げようということで。日本保育協会とかの

団体があるんですが，たとえば，日本保育園保健学会というのは，障害児保育の      

マスターをさせます。今年の 4 月から。そして５年間のうちに何回か研修を受けたら，

今はあくまでも，日本保育園保健学会の認定保育士ということで，保育士さんたちに

勉強させる機会がどんどん増えてくるんですね。そうするとやっぱりある程度，安定

した雇用でないと，そういうところに行く旅費なんかも出ないし，保育園自体の差が

かなり出てくる状態になってくると思うんですね。 
      昔の考え方だと，ちょっと語弊はあるけども，保育園はただ子どもたちのおしめ替

えて，ご飯食わせてって，もうそういう時代じゃないから。もういろんなことやらな

くちゃいけない時代だから，保育園の運営，財政，健康，いろんなことがあるから保

育士さん大変だと思うんですね。 
(A 委員長） 皆様からのご意見は出尽くしたと思うんですね。それで何度も言うようですが，現

体制のままでいっていただきたいということなんですが，その中で最低限でも，もし
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私たちの意見は，いろいろ申し上げたんですが，決定するのは市の方ですので，でき

るだけ吸い上げていただいて。盛岡だけでなくて，日本の将来を担う子どもたちです

ので，というような保育施策をしていただきたいと思います。 
(C 委員）  備品コストを減らすということで，公立も私立もテレビを置かないこと。保育園か

らテレビをなくしようと。 
今，小児科学会のほうでも，２歳未満の子どもにはテレビを見させないという運動

を始めております。公立・私立少なくとも保育園・幼稚園の子どもについてもレビを

見せない。大阪の教師を殺害した事件も登校しないで，引きこもりとかで。保育園で

テレビ見させてもビデオ見させても，一方通行で双方向ではないですから。それだっ

たら，紙芝居とか，お互いに絵本を読んで聞かせるほうが良いですので，テレビをな

くして，保育士さんたちが紙芝居とか絵本を読んだり，それだけでもコミュニケーシ

ョンも取れるので，是非取り組んでもらいたい。 
(G 委員）  現体制のまま保育所を存続させるのはいいのですが，適正な数のって書いてあるん

ですが，その適正な数というのが，現体制では 18 園あるんですが，それが 14 とか 13
っていうふうに，適正な数っていうあいまいな表現が気になるんですよ。現体制って

いうのは今の公立のあり方のままっていうことだと思うんですが，18 園という数字で

っていうことを一言付け加えておきたいなと思います。 
(A 委員長） 全部はないんですか。定員充足の問題とか。 
(事務局）  定員の問題につきましてですね，いま 18 園という話がありましたけども，今年は

待機児童が非常に多いのですが，逆にまだ。ただ公立保育所を増やすというのは難し

いのですが。 
(A 委員長） 公立保育所の０～2 歳児の未満児保育の部分を手厚くしてほしいという意見もあり

ましたが。 
(事務局）  それは，常々議会からも出ておりました。これから考えていかなければならないの

は，人員といいますか，職員の定員増は望めない状況で，たまたま直営の児童センタ

ーの保育士 5 名を，そういうのを仮に指定管理者制度に移行しまして，民間のほうに

お願いしまして，そういう保育士を保育園の現場に，そういういう考え方もできるの

かなと。今後はそういうことも考えられるのかなと。 
(A 委員長） 保育士が保育所じゃないところに行っているんですね。 
(事務局）  保育士の資格があるので(児童センターに)配属されているんですが。それがいろい

ろ保育所もあるとは思うんですが，いずれ今こういう形で進めていこうか。この場で

もう一回今のところ，いろいろご意見あると思いますので。  
     私どもも今までの公立保育所をきちっとやって，私立と両輪で盛岡らしさを出しなが

らやりなさいっていうことが望ましいと。形としていろんな変化をするとしましても，   

B 委員さんがいわれましたが，すぐすぐということではなく，急がずにゆっくり時間

をかけて考えるべきじゃないかというお話しだと受け止めております。 
(A 委員長） ありがとうございました。それでは(事務局）からお願いします。 
(事務局） 遅くまで大変ありがとうございました。大変貴重なご意見いろいろいただきまして，

本当に第４回目，それから今日はもちろんですけれど，皆様方には大変ご協力いただき
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ありがとうございました。 
                   
 


